
ワイヤレスカメラセット

可搬型防犯カメラ

安全上のご注意

（１）　安全に正しくお使いいただくために
本紙 および本装置 の表示では、製品を安全にお使いいただき、ご
使用になる方や他の方々への危害や財産への損害を未然に防止する
ために、いろいろな絵表示をしています。
その表示と意味は、次のようになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

この度は、「見張隊　可搬式防犯カメラ　ワイワイ２６５ 」（以下、
本装置 ）をご購入いただき、誠にありがとうございます。
本装置をご使用になる前に、下記の事項よくお読み頂き、正しく
ご使用ください。
また、カメラを設置する際、地域の条例やガイドラインに従って
設置してください。
設置箇所により、許可・届出等が必要な場合があります。

■　設置場所について

■　設置場所について

警告
●不安定な場所、振動の多い場所、強度の弱い壁への設置禁止
カメラを取り付けても十分に支えられる壁面にしっかりと取り
付けてください。落下する恐れがあり、破損やケガの原因とな
ることがあります。

●湿度の高い場所への設置禁止
風呂場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは使用しな
いでください。火災・感電の原因となります。

●本装置は日本国内で使用する
本装置は日本国内専用です。国外で使用すると火災や感電の
原因になります。また、他国には独自の安全規格が定められ
ており、本装置は適合していません。

●壁面内の配線や配管（ガス管・水道管等）に注意
ネジなどで配線や配管を傷つけると、火災・感電の原因とな
ります。

お願い

●発煙への対処
万一、煙が出ている、異臭がする等の異常状態のまま使用する
と、火災・感電の原因となります。すぐに電源アダプタをコン
セントから抜いて、煙が出なくなるのを確認してから、弊社に
修理をご依頼ください。

●水が装置内部に入った場合の対処
万一、内部に水が入った場合は、すぐに電源アダプタをコンセ
ントから抜いて、弊社に修理をご依頼ください。そのまま使用
すると火災・感電の原因となります。

●電池が液漏れした場合の対処
電池に液漏れした状態のまま使用すると、火災・感電する恐れ
があります。すぐに本製品の電源をオフにし、電池を抜いて、
弊社に電池の交換をご依頼ください。

●電源アダプタが傷んだ場合の対処
電源アダプタが傷んだ状態（芯線の露出・断線等）のまま使用
すると、火災・感電となります。すぐに電源アダプタをコンセ
ントから抜いて、弊社に修理をご依頼ください。

●不安定な場所への設置禁止
ぐらついた台の上や傾いたところ等、不安定な場所に置かない
でください。また、本装置の上に重い物を置かないでください。
バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因になること
があります。

●重電機器・電磁波を発生する機器の近くへの設置禁止
業務用洗濯機、工作機械、電動機などの重電機器、電磁波の発
生する機器の近くに設置しないでください。また、上記と同じ
電源元から電源を供給しないでください。ノイズの影響を受け
て異常が発生するおそれがあります。

●火気のそばへの設置禁止
本装置や電源ケーブルを熱器具等の発熱する物に近づけないで
ください。カバーや電源ケーブルの被覆が溶けて、火災・感電・
故障の原因となることがあります。

●直射日光、高温の場所への設置禁止
直射日光の当たるところや、高温のところに置かないでください。
内部の温度が上がり、火災・故障の原因になることがあります。

●油飛びや湯気が当たるような場所への設置禁止
調理台のそば等油飛びや湯気が当たるような場所、ほこりの多
い場所に置かないでください。火災・感電となることがあります。

●本装置を正常にまた安全に使用していただくために、次のよう
なところへの設置は避けてください。
・ほこりが多い場所
・極度に振動が激しい場所
・強い磁界を発生する装置などが近くにある場所
・極度に高温や低温になる場所
・気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所
●家電機器 (AV 機器 / 調理機器 / 空調機器など ) から離して設置
してください。
テレビ等のリモコンを近くで操作すると、誤動作するおそれがあります。

●電波の到達距離について
録画装置からカメラの間に障害物がない場合は、見通し距離約 25ｍ以内
で使用できますが、次のような場合は、電波が届きにくくなります。
・鉄筋や鉄骨を使用した建物で使用する場合
・カメラと録画装置が別の階層や別の建物にある場合
・カメラと録画装置の間に次のような障害物がある場合
（外壁、鉄筋の梁、金属製の扉や雨戸、トタンなどの金属製の外壁材、金
属箔が含まれる断熱材、金属製の家具など）

●カメラは電波干渉による影響を防止するため、次の機器から離
して使用してください
・電子レンジ・無線 LAN機器・ワイヤレス AV機器・インバーター電気機器
その他、下記の機器でも近くで使用すると、本機やその機器の動作に影
響がでる場合があります。離して使用してください。
・ゲーム機のワイヤレスコントローラー・デジタルコードレス電話機
・火災報知機・アマチュア無線局・自動ドア・マイクロ波治療器
・BluetoothⓇ対応機器・ワイヤレスインターホンやワイヤレスドアホン

●家庭用電源以外の禁止
AC100V 家庭用電源以外では絶対に使用しないでください。
火災・感電の原因となります。

●電源アダプタ
専用の電源アダプタ以外は絶対に使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

●ぬれた手での操作禁止
ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

●たこ足配線の禁止
たこ足配線はしないでください。火災・感電の原因となります。

●電源アダプタの取扱注意
電源アダプタを傷つけたり、分解したり、加工したり、無理に
曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしないでく
ださい。また、重い物を載せたり、加熱したりすると損傷し、
火災・感電の原因となります。

■　表示の説明

■　使用について
（１）　こんなときには

（２）　電源について

警告

注意

お願い

注意
●モルタル塗装部への設置
穴開けにより古い壁が落ちることがありますので、注意して穴
開けしてください。

警告

●電源アダプタの取扱注意
電源アダプタを抜くときは、必ず電源アダプタ本体を持って抜
いてください。コード部を引っ張るとコードが傷つき、火災・
感電の原因となることがあります。

【裏面へ続く】

●充電池の＋と－を正しく接続すること
＋とーの向きを逆にすると、充電池の液漏れや破裂、本製品
の故障の原因となります。

●長期間使用しない場合は、充電池を取り外すこと
本製品を長期間使用しない場合は、充電池を取り外してくだ
さい。取り外さずに放置すると、液漏れにより故障する場合
があります。

●充電池を破棄する場合、自治体の規則に従うこと
自治体によって、充電池の廃棄方法が異なります。

警告

注意

この表示の注意文を無視して誤った取扱いをすると、
「死亡または重症を負う可能性が想定される」内容を示
しています。

この表示の注意文を無視して誤った取扱いをすると、
「損傷を負ったり物的損害が想定される」内容を示して
います。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、本装
置の本来の性能を発揮できない、または、機能停止を
まねく内容を示しています。

■　図記号の説明

この記号は、してはいけないこと「禁止」を示します。

この記号は、しなければならないこと「指示」を示します。

この記号は、注意を促す内容を示します。

お守りいただく内容の種類を、絵記号で区分し説明しています。

誤った取り扱いをしたときに生じる危害、障害の程度を区分し説明します。

（３）　充電池について

警告

（５）　その他のご注意

注意

（４）　禁止事項について

警告
●改造の禁止
本装置を分解・改造しないでください。火災・感電の原因と
なります。

●ぬらすことの禁止
本装置に水が入ったり、ぬらさぬようにご注意ください。
火災・感電の原因となります。

●雷のときの注意
雷が激しいときは、電源アダプタをコンセントから抜いてく
ださい。万一落雷があった場合、火災・感電の原因となるこ
とがあります。雷が発生した際は、感電のおそれがあるので、
電源アダプタに触れないようにしてください。

●電源プラグの清掃
コンセントと電源プラグの間のほこりは定期的に（半年に 1
回程度）に取り除いてください。
放置しておくと、火災・感電の原因となることがあります。

●長期間ご使用にならないときの注意
長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源アダプ
タをコンセントから抜いてください。

お願い
●microSD カードについて
 ・記録されたファイルを消失しないように、定期的に別の記録
    媒体にバックアップすることをお勧めします。
 ・パソコンに接続中の際、パソコンからmicroSD カードに記録
    されているデータのファイル名およびディレクトリ名を変更
    しないでください。本装置がmicroSD カードを認識できなく
    なり、正しく動作しない恐れがあります。
 ・microSD カードは、定期的にフォーマットをしてください。
    １ヶ月に１回程度、フォーマットすることをお勧めします。
　フォーマット方法は、裏面の「（４）よくある質問」に記載
　しています。
 ・microSD カードには、寿命があります。寿命になると正常に
    録画できなくなる恐れがありますので、定期的に新品への交
    換をお勧めします。



著作権について
音楽、映像、コンピュータ・プログラム、データベースなどは
著作権法により、その著作権者及び著作権者の権利が保護され
ています。このした著作物を複製することは、個人的に又は家
庭内で使用する目的のみで行うことができます。上記の目的を
超えて、権利者の了解なくこれを複製（データ形式の変換を含
む）、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行うと、
「著作権侵害」、「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑
事処罰を受けることがあります。本装置を使用して複製などを
される場合には、著作権法を遵守の上、適切なご使用をこころ
がけていただきますようお願いいたします。

プライバシー・肖像権について
カメラの設置や利用につきましては、お客様の責任で被写体の
プライバシー、肖像権などを考慮のうえ、行ってください。
※「プライバシーは、私生活をみだりに公開されないという法的
保障ないし権利、もしくは自己に関する情報をコントロールす
る権利。また、肖像権は、みだりに他人から自らの容ぼう・姿
態を撮影されたり、公開されない権利」と一般的に言われてい
ます。

免責事項について
・本製品は、犯罪抑止等を意図して製作された商品ですが、犯罪
　の防止・安全を完全に保証するものではございません。万一
　被害など発生致しましても、当社は責任を負いかねますので
　ご了承ください。
・地震・雷・風水害などの天災および当社責任以外の火災、第三
　者による行為、その他事故、お客様の故意または過失・誤用・
　その他、異常な条件下での使用により生じた損害に関して、
　当社は一切責任を負いません。
・本紙の記載内容を守らないことにより生じた損害に関しては、
　一切責任を負いません。
・取扱説明書に記載されている付属品以外の機器の接続やソフト
　ウェアの使用により、誤動作などから生じた損害に関して、
　当社は一切責任を負いません。
・事故や本装置の故障・修理・その他取り扱いによって、本装置
　に登録された設定データなどが変化または消失することがあ
　りますが、これらのデータの修復により生じた損害に関して、
　当社は一切責任を負いません。
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受付時間：9時 30 分～ 18 時 00 分
　　　　　（土曜、日曜、祝日、年末年始を除く）
住所：〒460-0002　名古屋市中区丸の内二 丁目２０－１
　　　　　　　　　レッツ丸の内本社２号館ビル
TEL：052-209-7860　FAX：052-201-5050　
URL：http://www.lets co.jp/lets/　

本製品についてのお問い合わせは、販売店もしくは弊社までお願いいたします。

カスタマーサービス

■本社
〒460-0002
名古屋市中区丸の内二 丁目２０－１　レッツ丸の内本社２号館ビル
TEL：052-201-6230　FAX：052-201-5050

■東京営業所
〒104-0061
東京都中央区銀座八丁目１９－３　銀座竹葉亭ビル６Ｆ
TEL：03-3546-0889　FAX：03-3546-0941

■大阪営業所
〒532-0003
大阪市淀川区宮原１－２－９　新大阪ハイロードビル５Ｆ
TEL：06-6151-5749

（１）　安全に正しくお使いいただくために（続き） （４）　よくある質問

（２）　カメラ設置時の要求事項

（３）　カメラの設置方法 （６）　お問い合わせ先

（７）　製品保証書

ＮＶＲおよびカメラのアンテナは、壁、金属、ガラスなどの障
害物がない場所の高い場所に設置し、信号が外側に発散するよ
うにします。

1 

カメラのアンテナは、それぞれの放射方向角度を最大化するた
めに、ＮＶＲのアンテナと平行に設置する必要があります。

カメラのアンテナは、障害物を通過すると、信号が減衰し ( 弱
くなり ) ます。

2 

3 
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（５）　カメラのペアリング ( 接続 ) が切れた場合

NVR とカメラが、接続できなくなった場合に操作します。

付属のネジを使って設置する場合を例に、説明します。

【メモ】マッチコード画面の [Wifi チャンネル ] をタップする
と、Wifi チャンネル (1~13, その他 ) が設定できます。
ただし、「領域」は [MKK] から変更しないでください。

1 

2 

上図が表示された場合、プレビュー画面をタップし、　　　を
タップすると、メインメニュー画面が表示されます。

[ マッチコード ] をタップします。

3 「タイプ－1」が「不一致」と表示されている場合、カメラと
NVR がペアリングされていません。
[ マッチコード ] をタップします。

4 「タイプ－1」が「一致した」と表示され、英数字が表示されたら、
[＜戻る ] をタップします。

5 「一致するコード。続行してもよろしいですか」と表示されます。
[ はい ] をタップすると、メニュー画面に戻ります。

6 [＜戻る ] をタップします。プレビュー画面に戻ります。
カメラ映像が表示されます。

1 カメラのネジ穴の位置を確
認してから、取付ける場所
を決めます。

2 取付け箇所に穴を開けます。
Φ6 ～ 6.5mmのドリルビッ
トを使用し、深さ 30mm の
ガイド穴を開けます。

3 ガイド穴に、アンカープラ
グを押し込んで入れます。

ガイドの溝

4 ケーブルをガイドの溝から、
ケーブルを出します。

5 ロックナットを反時計回り
に回して緩めることで、
カメラの取付け向きを調整
できます。

6 ベースのガイド穴を通し、
ドライバーでネジを締めて
取付け面に密着させます 。

7 アンテナを取り付けます。
必要に応じて、アンテナの
角度を変えます。

9 電源端子に、カメラ用電源アダプタを接続します。

8 ロックナットを、時計回り
に回して締めます 。

<戻る

カメラ -1 一致した 9ca3a923b1a4 X Wifi チャンネル

マッチコード

カメラ -2 不一致 X

カメラ -3 不一致 X

カメラ -4 不一致 X

Ｑ．バッテリーは充電できますか？　充電方法は？
Ａ．バッテリースイッチを「OFF」にして、電源アダプタを接続すること
　　で充電できます。
Ｑ．フル充電されたバッテリーで、どのくらい動作できますか？
Ａ．満充電時で、約１時間動作することができます。
Ｑ．双方向で通話はできますか？
Ａ．通話するカメラチャンネルをタップして 1画面にしてから、音声アイ
　　コンを、　　から　　に切り替えます。
　　　　をタップしながら、モニターのマイクに向かって話すと、双方向
　　通話ができます。　　を離すと通話を終了します。
Ｑ．アラーム音をオン／オフにする方法は？
Ａ．　　をタップしてメニュー画面に入り、[ アラーム設定 ]→[ アラーム
　　音量設定 ] を選択し、音量レベルを調整します。
　　アラーム音量を “0” に設定すると、すべてのアラーム音をすべてオフ
　　にすることを意味します。
　　ゼロ以外の値に設定すると、アラーム音がオンになります。
Ｑ．microSD カードをフォーマットする方法は？
Ａ．　　をタップしてメニュー画面に入り、[ 録画設定 ]→[ ストレージ管
　　管理 ]→［フォーマット ] の順にタップします。
　　「すべてのレコードが削除されます。」と確認画面が表示されるので、
　　[ はい ] をタップすると、フォーマットを実行します。
　　「フォーマットが成功！」と表示されたら、［OK］をタップします。
　　フォーマットを終えます。
　　［＜戻る］を 3回タップして、プレビュー画面に戻ります。

　

緩める

ロックナット

締める
アンテナ

NVR とカメラが
接続できていない

設置後、端子部を
自己融着テープ等を
巻いて防水する

製
品
保
証
書

こ
の
製
品
は
、
厳
密
な
品
質
管
理
と
検
査
を
経
て
お
届
け
し
た
も
の
で
す
。

保
証
期
間
内
に
、
正
常
な
使
用
状
態
に
お
い
て
万
一
故
障
し
た
場
合
に
は
、

本
体
に
記
載
さ
れ
た
納
品
日
か
ら
1
年
間
無
償
で
修
理
・
交
換
い
た
し
ま
す
。

こ
の
製
品
は
下
記
の
通
り
保
証
い
た
し
ま
す
。

修
理
は
、
最
寄
り
の
代
理
店
も
し
く
は
当
社
サ
ー
ビ
ス
に
機
器
一
式
と
こ
の
保
証
書

を
ご
郵
送
の
上
、
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

無
償
修
理
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
下
記
に
記
載
す
る
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は

有
償
修
理
と
な
り
ま
す
。

こ
の
保
証
書
は
再
発
行
い
た
し
ま
せ
ん
。
大
切
に
ご
保
管
く
だ
さ
い
。

こ
の
保
証
書
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
の
み
有
効
で
す
。

(T
h
is
 w
a
rr
a
n
ty
 i
s 
v
a
li
d
 o
n
ly
 i
n
 J
A
P
A
N
)

1. 2. 3. 4. 5.

次
の
場
合
に
は
有
償
修
理
と
な
り
ま
す
。

（
イ
）
使
用
上
の
誤
り
、
不
当
な
修
理
や
改
造
に
よ
る
故
障
お
よ
び
損
傷
。

（
ロ
）
受
け
取
り
後
の
搬
送
、
移
動
、
落
下
等
に
よ
る
故
障
お
よ
び
損
傷
。

（
ハ
）
火
災
、
風
水
害
、
地
震
、
雷
そ
の
他
の
天
災
地
変
お
よ
び
異
常
電
圧
、
指
定
外
の
使
用
電
源

（
電
圧
・
周
波
数
）
な
ど
に
よ
る
故
障
お
よ
び
損
傷
。

（
ニ
）
特
殊
環
境
（
た
と
え
ば
極
度
の
湿
気
、
塩
害
、
ガ
ス
害
、
公
害
、
塵
埃
、
極
寒
な
ど
）
に
よ
る

故
障
お
よ
び
損
傷
。

（
ホ
）
保
証
書
の
ご
提
示
が
な
い
場
合
。

（
ヘ
）
保
証
書
の
紛
失
あ
る
い
は
所
定
事
項
の
未
記
入
ま
た
は
字
句
を
改
ざ
ん
さ
れ
た
場
合
。

※
 仕
様
お
よ
び
外
観
は
、
改
良
の
た
め
予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

見
張
隊
　
可
搬
型
防
犯
カ
メ
ラ
　
ワ
イ
ワ
イ
26
5

L-
W
W
26
5

商
品
名

型
名

シ
リ
ア
ル
No
.

（
お
買
い
上
げ
日
よ
り
）　
1
年

お
買
い
上
げ
日

保
証
期
間

連
絡
先

ご
住
所

ご
芳
名

お 客 様

郵
便
番
号

年

様

月
日

TE
L

〒
４
６
０
－
０
０
０
２

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
２
丁
目
２
０
番
地
１

レ
ッ
ツ
丸
の
内
本
社
２
号
館
ビ
ル

株
式
会
社
レ
ッ
ツ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
２
-２
０
１
－
６
２
３
０
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